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（８）基盤環境 

1) 物理環境の定期モニタリング 

評価項目 視点 今年度の調査結果概要 

出水前後や工事実施前後の

変化状況 

出水や荒瀬ダム撤去関連工事(水位

低下装置等)の影響把握 

・出水期後に 3 回の調査を実施し、横断形状、水位、流速及び粒径の現状を把握した。現在、あまり大きな変化は見られない。 

・出水後や水位低下装置設置後のデータ蓄積後に評価する。 

 

【 横断形状及び水位・流速の分布 】  
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面積格子法（19k000①）

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

1 10 100 1000

粒径（mm）

構
成

比
率

H24.10 H25.2 H25.3

 

面積格子法（19k600①）
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【参考資料Ⅰ-135～Ⅰ-137 参照】 


